
東福保育園 1歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2025年 1月 9日（木）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

どんぐりを拾って遊ぶ

子どもの言葉・姿 写真

・散歩バッグを手に取り、地面に落ちているどんぐりを

一つずつバッグに入れる。

・散歩バッグを揺らして音が鳴ることに気づく。

・たらいにどんぐりを投げ入れる。

・どんぐりを集めた散歩バッグを逆さまにしてたらいの中

に入れる。

・「ごはんつくろう」と言い、たらいの中に手を入れてど

んぐりをかき混ぜる。音が鳴り、繰り返し行ったり、それ

を見た友だちが同じことをしようとする。

・小枝をたらいの中に入れる。

・たらいの中にあるどんぐりや小枝を散歩バッグに入れ

る。

・「いっしょにやろう」「かばんにいれよう、どうぞ」と

言う。

・聞いていたまわりの子が地面に落ちているどんぐりや小

枝を拾って散歩バッグに入れる。

・バッグの中のどんぐりをたらいの中に入れる。

・たらいを傾けると中のどんぐりが動くことに気がつき、

両手を使ってたらいを動かす。

・たらいをつかみ、地面に置いた状態で押して移動する。

・一人になったところで繰り返したらいを傾けて、どんぐ

りが転がるのをを見たり音を聞く。

・地面にたくさんのどんぐりが落ちていることに気づき、

散歩バッグを手に持ち、一つずつ拾ってバッグに入れるこ

とを楽しんでいる。

・たくさんのどんぐりを見て、どう感じ、触れたり遊んだ

りするのか。

・身近な自然物に興味を持ち、触れてみる。

・友だちのやっている遊びを見て真似をしようとする。

そこから遊びの楽しさを見つけ、繰り返し楽しんだり、声

やことばを発して自分の思いを伝えようとする。

・どんぐり公園で行う。

・散歩バッグ、たらいを用意する。

・探索する範囲を決め、一人ひとりの行動がしっかり見守

れるようにする。

・友だちがやっていることに興味を持ち、「やってみた

い」という気持ちを持てるようにする。

今回は散歩バッグ、たらいを用意して行った。日頃か

ら慣れ親しんでいるどんぐりを拾ったが、バッグやた

らいなど、ものを用意し、使って遊ぶ中で子どもたち

の興味や新しい発見があり、一人ひとり楽しんでいる

のがよく分かった。これからも隣接している公園の自

然を使い、遊びの幅を広げて行き、子どもたちがのび

のびと楽しめる活動を考えていきたい。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく


